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は じ め に

近年， 他の 農業生産部門の低迷 に 反 し ， 我が国の花 き

生産 は急速 な 伸 び を み せ ， 1991 年 に は 生産額で 5700 億

円 に 達 し て い る 。 こ う し た 生産の 伸 び に つ れ て ， 技術的

な対応 も 個々 の 花 き に つ い て 強 く 求 め ら れ始め て い る 。

し か し ， キ ク ， パ ラ ， ユ リ ， カ ー ネ ー シ ョ ン以外 に も 生

産 さ れ る 品 目 は 多岐 に わ た り ， 品種の変遷 も 激 し い。 そ

の た め ， 生産現場で は技術情報の 不足か ら い ろ い ろ な 問

題が発生 し て い る が， 研究例が少 な し 対応が遅れが ち

であ る 。 特 に ， 野菜類な ど の 場合 と 異 な り ， 高価 な苗で

生産者 に供給 さ れ る 場合が多 い こ と や ， 花器 だ け で な く

葉や茎 に も キ ズ が あ る と 市場価値が極端 に 下が る た め ，

病害虫 な ど の 障害の発生 は 大 き な リ ス ク と な る 。

最近 に な り ， 花 き 類の 新 し い病害が徐々 に 報告 さ れ始

め た 。 こ こ で は ， 新 し い 糸状菌病害 に つ い て 主 に 土壌病

害 を 中心 に 紹介す る 。

I 主要花 き 類で問題 と な る 糸状菌病

表-1 に 千葉 県 で発生す る 主 要花 き の 糸状菌 に よ る 病

害 を 示 し た 。 花 き は施設栽培 も 多 い こ と か ら ， 糸状菌病

は 野菜類で発生 す る 病害 と 同 じ よ う な 種類 の も の が 多

い。 土療病害で は Fusarium 属菌 に よ る 萎 ち ょ う 性病害，

Rhizocton払 乃thium， Aρhanomyces 属 菌 に よ る 立枯

(腐敗) 性病害， Sclerotium ro供必 に よ る 白絹病， Phyto

ρhthora 属菌 に よ る 疫病 な どが多 い 。 地上部病害 で は 灰

色か ぴ病， う ど ん こ 病， 炭 そ 病 な どが問題 に な る こ と が

多 い 。 こ れ ら の病害 は 野菜類での研究成果 を と り あ え ず

援用 す る こ と に よ り ， あ る 程度 は 防除す る こ と がで き る 。

し か し ， こ れ ら 以外 に も 未解明 の 病害 も 多 く ， 病徴だ け

で は診断 を誤 る 恐れがあ る 。

E 最近の報告の あ っ た 花 き 類の新病害

こ の 7 年間 に発表 さ れた 103 件の花 き 類の新 し い 糸状

菌病害 を表ー2 に 示 し た 。 こ れ ら の 内 で土壌病害が約 60%
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を 占 め ， 土壌病害の 問題が大 き い こ と が う か が え る 。 中

で も Phytoþhthora (16%) ， Rhizoctonia (13% ) ， Sclero 

tium (S. ro供ii) (9% ) ， Fusarium (8% ) ， 乃thium (6%) 

属 菌 に よ る 病警 が 多 い 。 土 壌 病 害 以 外 で は Colletotri

chum (10% ) 属菌 に よ る 病害 も 比較的多 い 。 Sclerotin払

Botηtis 属菌 に よ る 病害 の発生が多 い よ う で あ る が， 報

告例 は 少 な い 。 今後 こ れ ら の病害の報告が さ ら に 多 く な

る と 思わ れ る 。

( 1 )  疫病

P. nicot勿nae var. ρ'arasitica に よ る 病害 は コ ル ジ リ ー

ネ ， ジ ン チ ョ ウ ゲ ， セ ン ト ポ ー リ ア ， タ ー ミ ナ リ ス ， ド

ラ セ ナ ， ド ラ コ ， ナ デ シ コ な ど で報告 さ れて い る 。 本菌

は発育適温が 300C前後で， 37 . 50Cで も 発育す る た め ， 多

く の 花 き 類で春か ら 秋 に し ば し ば問題 に な る 。 我が国で

本菌 に よ る 病害が多 い の は ， 夏季の 高混多湿 に よ る と 考

え ら れ， 昨今の異常気象 と 重 な っ て ， さ ら に 報告例が多

く な る と 思わ れ る 。

こ れ以 外 に ， 洋 ラ ン類 に は 3 種類の疫病菌 に よ る 被害

が報告 さ れて い る 。 特 に ， P. ery幼ros，ψtica に 類似す る 疫

病菌 に よ る シ ン ピ ジ ウ ム 疫病 は 1990 年か ら 1992 年 に 栃

木県， 愛知県及び千葉県で発生が広 い 地域 で確認 さ れ問

題 と な っ て い る (植松 ら ， 1992) 0 P. eηthroseρtica と 同

定 さ れた シ ン ピ ジ ウ ム 疫病 は オ ー ス ト ラ リ ア と ニ ュ ー ジ

ー ラ ン ド で 1990 年 に 既 に 報告が あ る 。

千葉， 栃木， 熊本県 な ど で P. richardi必e に よ る 湿地性

カ ラ ー の疫病が発生 し 問題 と な っ た 。 千葉県で は堀抜 き

井戸 の 湧水 を か け 流 し て栽培す る 特殊 な 栽培の た め ， い

っ た ん本菌が圃場 に 侵入 す る と 壊滅的被害が発生す る 。

本病 は 3 年 間 で約 70% の 生産 者 の ビ ニ ー ル ハ ウ ス に 拡

大 し た (植松 ら ， 1990) 。 耐病性品種が明 ら か に な り ， 普

及 し始 め て い る 。

( 2 ) R. solani に よ る 病害

菌糸融合群 AG-4 (培養型III A) に よ る 苗立枯 は カ ー ネ

ー シ ョ ン ， ス ト ッ ク ， キ ン ギ ョ ソ ウ ， パ ン ジ ー ， 宿根カ

ス ミ ソ ウ な ど で し ば し ば育苗か ら 定植直後 に 問題 に な る

病害であ る 。

デル フ ィ ニ ウ ム 類立枯病 (AG 2-1) ， キ キ ョ ウ 茎腐病
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(培養型III B) な ど で は 生育後期 に な っ て も 発生が続 く も

の が あ る 。 AG 2-1 群 は 寒冷地型の 菌 と い わ れ， 生育適温

が 23�250C付近で， 33�350C以上で は 生育 し な い が (生

越 1976) ， デル フ ィ ニ ウ ム 類 で は 西南暖地 に お い て も 多

発 し て い る (千葉 ・ 植松， 1993) 。

( 3 ) 白絹病

s. ro供ii に よ る 病害 は 花 き 類で は 主 に 球根類 に 知 ら

れて い た が， 宿根性花 き 類 に も 多 く 発生す る よ う に な っ

た 。 我が国で本菌 に よ る 病害が多 い の は， 夏季の 高温多

湿 に よ る と 考 え ら れ る 。

2�3 種類の 花 き を 輪作す る 場合 に 本病が発生 す る こ

と が あ る 。 例 え ば， 本病 に l擢病性の グ ロ リ オ ー サ の後作

に デル フ ィ ニ ウ ム を栽培 し た と こ ろ 多発 し た 事例が あ る

(植松 ら ， 1992) 。

ネ リ ネ ， ツ ルパ キ ア 及 びサ ン ダー ソ ニ ア な どの球根の

価格が高 く ， 増殖 し に く い 花 き の 生産者の 中 に は本病の

発生 を恐れ， 蔓延 し な い よ う に コ ン テ ナ ー や ポ ッ ト を 用

い て 小 フや ロ ッ ク で隔離栽培 し て い る 。

( 4 )  Fusarium 属菌 に よ る 病害

F. roseum f. sp. cerealis ( F. graminearum， Gibberella 

zeae) に よ る 病害 の 発生 が カ ー ネ ー シ ョ ン (外側 ら ，

1988) ， ス ト ッ ク (清水， 1990) ， ト ル コ ギ キ ョ ウ (岩 田

ら ， 1991) で確認 さ れ て い る 。 ス ト ッ ク の場合 は 汚染 さ

れた 麦稗や稲わ ら の す き 込み， カ ー ネ ー シ ョ ン の場合 は

圃場周辺の残澄が伝染源 と 考 え ら れて い る 。

( 5 ) 乃幼ium 菌 に よ る 病害

育苗中 や過湿 な栽培 を 行 う と 多発す る こ と が あ る 。 カ

ー ネ ー シ ョ ン (君島， 1992) 及 び宿根カ ス ミ ソ ウ (吉松，

1990) に 育苗か ら 定植直後 に 苗腐病が発生 す る 場合 が あ

る 。 定植直後 に 発生す る 病害 に は 萎 ち ょ う 細菌病， 萎 ち

ょ う 病， 茎腐病， 苗腐病， 疫病な ど が あ る が， 病徴で は

な か な か識別 し に く い の で， 対応 を 誤 る 恐れが あ る 。

ト ル コ ギ キ ョ ウ 根腐病 は 主 に細根 を 腐敗 さ せ ， 生育期

に 急性的 に 萎 ち ょ う 枯死 さ せ る 障害で あ る (吉松， 1992) 。

表 - 1 千葉県で発生す る 主要花 き 類の 主 な 糸状菌病

作

キ ク

ーノ 、' 7

物 名

カ ー ネ ー シ ョ ン ， ナ デ シ コ

宿根カ ス ミ ソ ウ
リ モ ニ ウ ム ( ス タ ー チ ス )

洋 ラ ン類

ト ル コ ギ キ ョ ウ

デル フ ィ ニ ウ ム ・ チ ド リ ソ ウ

ス ト ッ ク

ガ ーベ ラ

グ ラ ジ オ ラ ス

ア イ リ ス

ス イ セ ン

ア ネ モ ネ ， ラ ナ ン キ ュ ラ ス
キ ン セ ン カ
フ リ ー ジ ア

病 害 名

白 さ び病， 黒 さ び病， 褐斑病，

白絹病
う ど ん こ 病， べ と 病，

灰色かぴ病， 枝枯病

茎腐病， 斑点病， 萎 ち ょ う 病，
疫病， 灰色かぴ病

疫病， 斑点病， 菌核病
灰色かび病， 褐斑病， 炭 そ 病，

株腐病
灰色か ぴ病， 疫病， 炭 そ病
灰色かび病， 立枯病， 根腐病，
菌核病， 炭 そ 病

立枯病， う ど ん こ 病，

灰色か ぴ病， 白網病

萎 ち ょ う 病， 菌核病， 首立枯病
根腐病 (疫病) . う ど ん こ 病，

菌核病， 灰色かび病

首腐病， 赤斑病， 青かび病，
球根腐敗性病害
黄化腐敗病， 菌核病， 白絹病，

尻腐病
白 絹病. 白紋羽病

灰色かぴ病， 菌核病
炭 そ病， う ど ん こ 病

灰色か び病， 球根腐敗病

作 物 名

パ ン ジ ー

ハ ラ ン

ア イ ス ラ ン ド ポ ピ ー
ユ リ

ス イ ト ピ ー

キ ン ギ ョ ソ ウ
カ ラ ー
グ ロ リ オ ー サ

シ ャ ク ヤ ク

マ ー ガ レ ッ ト

シ ダ類
ソ リ ダス タ ー

リ ア ト リ ス
カ キ ツ ノ T タ ， シ ョ ウ プ， ア ヤ メ

ア ル ス ト ロ メ リ ア

キ キ ョ ウ
オ モ ト
ヒ マ ワ リ

ア マ リ リ ス
ロ ー ダ ン セ

シ ク ラ メ ン

プ リ ム ラ
ベ ゴニ ア
イ ンパ チ エ ン ス
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病 害 名

灰色か び病， 黒斑病

斑点病， 円星病

萎縮病， 菌核病

球根腐敗病， 疫病
う ど ん こ 病

菌核病， 灰色か ぴ病
疫病
白 絹病
菌核病， 灰色か ぴ病

萎 ち ょ う 病

立枯病

白 絹病， さ び病

白 絹病， 菌核病
立枯病

白 絹病
茎腐病
赤星病
菌核病， さ ぴ病， 褐斑病
赤斑病
菌核病

萎 ち ょ う 病， 炭 そ 病，
灰色か び病， 苗立枯病

灰色か び病
灰色か ぴ病， 茎腐病

茎腐病
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表 - 2 最近 7 年間 ( 1986-1992 年) で新 た に 報告 さ れ た 花 き 糸状菌

病害 ( 日 植病報， 関東病虫研報， 関西病虫研報 な どか ら 抽出 )

病原菌 (属名 発 生 作 物

Aphanomyces 

Aureobasidium 

Botηlodiplodia 

Bot;ηItお

Ciborinia 
Colletotrichum 

Coηmesþora 
Curvularia 
。rindrocladium

Embellisia 

EηIsiphe 

Fusarium 

Nectoria 

Penicillium 

Phoma 

Phytophthora 

Puccinia 

乃Icnostysanus
乃thium

ケ イ ト ウ (飯 島 ら ， 1989) ， シ ャ ガ (飯島 ら ，

1988) 
カ ン ゾ ウ (吉川 ら ， 1987) 

ピ ン カ (酒井 ら ， 1990) 

レ ン ギ ョ ウ (外側 ら ， 1986) ， ジ ニ ア (我孫子 ら ，

1990) 
リ ン ド ウ (梶 ら ， 1990) 
ア ネ モ ネ (手塚 ら ， 1989) ， ア ン ス リ ウ ム (鍵渡

ら ， 1990) ， ト ル コ ギ キ ョ ウ (佐 藤 (豊) ら ，

1992 ) ， ド ラ セ ナ (鍵渡， 1989) ， ポ ト ス (手塚

ら ， 1989) ， リ モ ニ ウ ム (鍵渡， 1986， 手塚 ら ，

1987) ， エ ニ シ ダ (高橋 ら ， 1992) ， コ ル ジ リ ー

ネ (鍵渡， 1989) ， ニ チ ニ チ ソ ウ (鍵渡， 1986) ， 

エ ビ ネ (鍵渡， 1986) ， デ ィ ー フ ェ ン パ キ ア (我

孫子 ら ， 1986) ， シ ラ ン (外側 ら ， 1986) ， ビ ガ
ク シ ダ (外側 ら ， 1986) 

ア ジ サ イ (粕山 ら ， 1987) 
ア シ ダ ン セ ラ (高野， 1990) 
レ ザー フ ァ ン (神田 ら ， 1986) 

ヒ ヤ シ ン ス (守川 ら ， 1990) 

ア ス タ ー (佐藤 (衛) ら ， 1992) ， キ パ ナ オ ウ ギ

(福田 ら ， 1990) ， デ ル フ ィ ニ ウ ム (佐藤 (幸) ら ，

1992 ) ， ミ ヤ コ ワ ス レ (佐藤 (衛) ら ， 1992) 

カ ー ネ ー シ ョ ン (外側 ら ， 1988) ， キ ク (有江 ら ，
1986) ， キ ク (福富 ら ， 1987) ， シ ン ビ ジ ウ ム (市
川 ら ， 1989) ， ス ト ッ ク (清水 ら ， 1990) ， ト ル
コ ギ キ ョ ウ (岩田 ら ， 1991) ， ハ ボ タ ン (堀江 ら ，

1990) ， ユ リ ( 田 中 ら ， 1991) 

エ キ ザカ ム (有江 ら ， 1978) ， ガ ー ベ ラ (大嶋 ら ，

1991 ) ， ド リ テ ノ プ シ ス (森田 ら ， 1989) 

フ ァ レ ノ プ シ ス (森田 ら ， 1992) 

オ モ ト (粕 山 ら ， 1987) 
ス イ セ ン (本田 ら ， 1990) 

ア ツ モ リ ソ ウ (堀江 ら ， 1990) ， オ ン シ ジ ウ ム
(植松 ら ， 1992) ， カ ト レ ア (植松 ら ， 1991) ， 
カ ラ ー (植松 ら ， 1990) ， カ ナ メ モ チ (堀江 ら ，
1990) ， ガ ーベ ラ (君島 ら ， 1992) ， コ ル ジ リ ー

ネ (堀 江 ら ， 1988) ， シ ン ビ ジ ウ ム (植松 ら ，
1992 ) ， ジ ン チ ョ ウ ゲ (鈴井 ら ， 1991) ， セ ン ト

ポー リ ア (堀江 ら ， 1988) ， タ ー ミ ナ リ ス (堀江

ら， 1988) ， ド ラ セ ナ (堀江 ら ， 1988) ， ド ラ コ

(堀江 ら ， 1988) ， ナ デ シ コ (植松 ら ， 1990) ， 
パ ン ダ (植松 ら ， 1991 ) ， ユ リ (君島 ら ， 1988) 

カ ー ネ ー シ ョ ン (佐藤 (豊) ら ， 1992) ， セ イ ヨ

ウ ノ コ ギ リ ソ ウ (我孫子 ら ， 1990) ， ナ ツ シ ロ
ギ ク (掘江 ら ， 1990) ， レ ザー フ ァ ン (属不明)
(柿島 ら ， 1988) 
ツ ツ ジ (金子 ら ， 1988) 
カ ー ネ ー シ ヨ ン (君島 ら ， 1990， 91) ， 宿根 カ

ス ミ ソ ウ (吉松 ら ， 1990) ， ゼ ラ ニ ウ ム (我孫子

ら， 1990， 植松 ら ， 1991) ， チ ュ ー リ ッ プ (ー

谷 ら ， 1988) ， チ ュ ー リ ッ プ ( 向 畠 ら ， 1989) 
ト ル コ ギ キ ョ ウ (吉松 ら ， 1992) 

Rhizocton必

Sclerotinia 

Sclerotium 

ア イ リ ス ( 高 野， 1989) ， ア ネ モ ネ (堀 本 ら ，
1989) ， キ キ ョ ウ (鍵渡 ら ， 1990) ， キ パナ オ ウ
ギ (福田 ら ， 1990) ， ケ イ ト ウ (牛 山 ら ， 1987) ， 

コ ス モ ス (塚本 ら ， 1988) ， コ ル チ カ ム ( 高野，
1989) ， 宿根 カ ス ミ ソ ウ (吉松 ら ， 1990) ， デ ル

フ ィ ニ ウ ム (鍵渡 ら ， 1989， 千葉 ら ， 1991 ) ， 
マ リ ー ゴー ル ド (鍵渡 ら ， 1990) ， リ モ ニ ウ ム

(我孫子 ら ， 1987) ， ポ ー チ ュ ラ カ (竹 内 ら ，

1992) ， カ ン ナ (高野， 1988) 
カ ラ ジ ウ ム (佐藤 (豊) ， 1987) ， マ ー ガ レ ツ ト

(外側 ら ， 1987) 

オ リ ズ ル ラ ン (植松 ら ， 1992) ， カ ラ ー (我孫子

ら， 1990) ， キ パナ オ ウ ギ (福 田 ら ， 1990) ， ク
リ ナ ム (佐 藤 (豊) ， 1987) ， シ オ ン ( 手 塚 ら ，

1992 ) ， シ ロ ク ジ ャ ク (手塚 ら ， 1992) ， ソ リ ダ

ス タ ー (植松 ら ， 1992) ， デ ル フ ィ ニ ウ ム (植松

ら ， 1992) ， パ ン ダ ( 我孫子 ら ， 1990) 

Septori目'a カ ン パ ニ ュ ラ (我孫子 ら ， 1990) 

Stagonospora ス イ セ ン (本田 ら ， 1990) ， ス ノ ー フ レ ー ク (高

野， 1992) ， リ コ リ ス (高野， 1992) 
StemPhylium 宿根ア ス タ ー (峰岸 ら ， 1991) ， リ モ ニ ウ ム (高

野， 1991) 
Thallosporiella リ ン ド ウ (粕 山 ら ， 1988) 
Verticillium ガ ーベ ラ ( 手塚 ら ， 1989) ， ス ト ッ ク ( 山下 ら ，

1991) ， ス イ ー ト ピ ー (粕山 ら ， 1989) 

群馬， 千葉， 埼玉県 な ど で も 同様の 障害が発生 し て い る 。

( 6 ) 炭 そ 病

ほ と ん ど が C. gloeoゆorioides に よ る 病害 で あ る 。 リ モ

ニ ウ ム ( ス タ ー チ ス ) 類 で は Limonium sinuatum と L

latijolium で報告が あ る (鍵渡， 1986， 手塚 ・ 中村， 1989) 。

本病 に は 耐病性 に種間差 が あ り ， L. latijolium， L. altaica 

及 び L. ρerezii の 数 品 種 に つ い て 検 討 し た と こ ろ ， L.

latijolium が特 に 弱 い よ う であ っ た (手塚 ・ 中村， 1989) 。

ト ル コ ギ キ ョ ウ で は C. acutatum に よ る 炭 そ 病が宮崎，

千葉県で発生 し ， 発生園場で は被害が激 し い (佐藤 ら ，

1992) 。

皿 生産現場 での問題点

以上， 述べ て き た よ う に ， 従来の 野菜 な ど の 病害 と は

異な り ， 個々 の 花 き 栽培 の 現状 を 十分把握 し た上 で対応

し な い と 解決がつ か な い病害 も 多 い 。 以下 に 生産現場で

の 問題点 を列挙 し て み た い。

① ほ と ん ど の 品 目 が施設で栽培 さ れ て い る た め ， 施設内

で発生す る 特有の ト ラ プル (施設病害， 連作障害， 薬剤

耐性菌の発生) を 花 き 栽培 は 抱 え て い る 。

②新 し い種類や 品種の花 き の 導入が行わ れ る が， 栽培技

術や知識が十分伴わ な い た め ， 不適切 な 栽培管理 に よ っ

て病害 を誘発 さ せ る 場合が多 い 。
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③苗や球根の供給 ( リ レ ー栽培) 上での ト ラ プル も 発生

す る 場合があ る 。 最近 は ， 種苗 メ ー カ ー や メ ー カ ー が委

託 し た 農家が花 き の 苗 を 生産 し ， 苗が全国 に 流通 し て い

る 。 さ ら に ， カ ー ネ ー シ ョ ン苗や チ ュ ー リ ッ プな ど の球

根類 は ヨ ー ロ ツ パ か ら 輸入 さ れ る 時代 に な っ た 。 苗生産

現場で病原菌 に 汚染 し た 場合， 全 国 に 同一病害が同時的

に 発生す る 可能性があ る し ， 上述 し た 事例 に も そ の可能

性 を否定で き な い も の が数多 い。

④栽培技術が未熟 な た め ， 病原菌 を増幅 さ せ る 連作や輪

作 を す る こ と に よ り ， 土壌病害が問題に な っ て き て い る 。

⑤適用薬剤が主要 な花 き 類 を 除 い て ほ と ん ど な い 。

⑥専門の研究者や技術者が少 な い た め ， 他部門 と 比べて

各種病害の研究が立 ち 遅れ， 我が国の花 き 病害の研究の

レ ベ ル は い ま だ に 記載の段階 に と ど ま っ て い る 。 そ の た

め ， 技術的 な ア ド バ イ ス を で き る 人 も 限 ら れて い る 。

⑦薬害や薬剤 に よ る 汚れ な ど を含 め た 病害虫の種類 と そ

れ ら の発生生態， 防除法の マ ニ ュ ア ルが な い 。 そ の た め ，

病害の識別がで き ず， 適切な 防除対策が な さ れな い ま ま

大 き な被害 を発生 さ せ る こ と が あ る 。 特 に 糸状菌 に よ る

病害 は ， 細菌性病害 と 異 な り ， 薬剤 を 間違 え る と 効果が

な い こ と が多 い 。

⑧共選共販 に よ る 大量生産方式 と 篤農家 に よ る 個人出荷

に 2 分 さ れ， 栽培技術や市場の情報の 受 け 方が異な っ て

い る 。 ま た ， 経営規模が大 き い生産者 と 零細 な生産者で

は情報量が違い ， 病害虫 に対す る 見識の差 に な っ て 現れ

て い る 。

主 な 次 号 予 告

次 3 月 号 は ， 下記原稿 を掲載 す る 予定です。

特集 微小害虫の生態 と 防除

微小害虫の発生状況

農林水産省農蚕園芸局植物防疫課

植物検疫で発見 さ れ る 微小害虫 小 田 義勝

サ ビ ダニ類の最近 に お げ る 発生 と 防除

上遠野富士夫

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の最近 に お け る 発生 と 防

除 多々 良明夫 ・ 古橋嘉一

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の最近 に お け る 発生 と 防

除 河合 掌

グ ラ ジ オ ラ ス ア ザ ミ ウ マ の最近 に お け る 発生 と 防

除 中垣 至郎

お わ り に

花 き 病害の研究 に お い て 今後取 り 組む べ き 課題 は 多 い

が， 特 に ， ①花 き 類 は 高品質の商品 を 生産 す る た め ， 病

害虫防除 は 欠 かせ な い。 薬害な ど を 含 め た 防除法の検討

と 適用農薬の拡大 を 図 る こ と が望 ま れ る 。 灰色か び病や

う ど ん こ 病な ど の薬剤耐性菌の 対策 と し て ， ロ ー テ ー シ

ョ ン散布 に よ る 防除体系の確立が必要 で あ る 。 病害の 発

生生態 を解明 し ， 施設環境の 調節技術 に よ る 病害虫の発

生軽減の研究 も 必要 で あ る 。 土壌病害 に 対 し て 現在 は 土

壌 く ん蒸剤 に よ る 防除が主流で あ る が， 耕種的防除や生

物的防除技術の 開発 も 必要 と な る 。 ②現在， カ ー ネ ー シ

ヨ ン は 萎 ち ょ う 病抵抗性品種が普及す る よ う に な っ た 。

他の花 き 類 に つ い て も 抵抗性品種の育成が望 ま れ る 。 そ

の た め に は遺伝資源 を収集す る こ と が必要 で あ る 。 ③花

き 類では発生 ご く 初期の 病害虫防除 に よ っ て ， 商品価値

が格段 に 高 ま る 。 し た が っ て ， 早期簡易診断技術 を 開発

し ， 的確 な 防除対策が と れ る こ と が重要であ る 。 多 少診

断 に コ ス ト を 要 し て も ， 高単価で取 り 引 き さ れ る 花 き 類

で は普及す る 可能性があ る 。

我が国 で は 専門の研究者や技術者が少な い た め ， 研究

が立 ち 遅れて い る 。 花 き 生産現場か ら ， 各方面の ご協力

と ご理解 を お願 い し た い 。

な お ， 引 用 文献 は 主 と し て 1986�1992 年の 日 本植物病

理学会誌， 関東東 山病害虫研究報告， 関西病害虫研究報

告 に よ っ た 。 し か し ， 表-2 に 拾 い き れな か っ た 病害 も あ

る と 思わ れ る 。 ご叱責 と ご連絡下 き れ ば幸 い で あ る 。

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 最近 に お け る 発生 と 防除

松井 正春

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 最近 に お け る 発生 と 防除

矢野 栄二

マ メ ハ モ グ リ パ エ の 最近 に お け る 発生 と 防除

西東 力

抗植物 ウ イ ル ス 剤 の 最近の研究 大島 信行

平成 4 年度 に 注 目 さ れた 病害虫防除試験薬剤

( 1 ) イ ネ ・ ム ギ 平井一男 ・ 内藤秀樹
( 2 ) 野菜 ・ 花 き 浜村徹三 ・ 手塚信夫
( 3 ) 果樹 高木一夫 ・ 工藤 歳

( 4 ) シパ 廿 日 出正美 ・ 荒木隆男
( 5 ) チ ャ 本間健平 ・ 成津信吉

( 6 ) ク ワ 宮崎昌久 ・ 白 田 昭

定期購読者以外の お 申 込み は至急前金 に て 本会 へ

定価 1 部 7 00 円 送料 5 1 円
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